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診 断 結 果 の 概 要

試 験 方 法

コアによる強度

１階 ２階

中 性 化 ν
－

=

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ

診断の方法 診 断 の 方 針

データ入力・準備計算：

耐震２次診断　　　　：

評価番号　　　　　　： Ｐ評価11-RC

主 な 計 算 仮 定

使 用 ソ フ ト 「㈱構造システム社製」

・

・

ｎσn-1Ｘ
－

・

・ 降伏ヒンジ位置は柱、梁、壁のフェイス位置とした。

ＳＤ値及び階位置補正：1/Fes及び1/Aiによる。・

その他は計算ソフトによる。・

診 断 結 果
方 向 階

Ｉs

Ｉs

CT･SD

CT･SD

対 象 施 設

建設年次

施 設 名

診断は第二次診断、判定値は0.75とし、これに不足する場合に補強をする。

３階

9

設計基準強度

診断採用強度

現地調査の結果、かぶり厚さが少ない箇所があるが、発錆が主筋に

及んでいないので全体の平均値から判断した結果、耐久性は良いと思われる。

所 在 地

規模・面積本館:昭和33年　付属棟:昭和55年

栃木県鹿沼市今宮町1688-1

意匠図及び構造図

建 物 の 特 徴
建物の特徴

資 料

本館　： ＲＣ造　地下１階　地上３階建　塔屋付

鉄骨造　平屋建付属棟：

延床面積 2992.89 ｍ2

 148.20 ｍ2延床面積

・ 本館は昭和３３年に建設されたＲＣ造３階建ての庁舎建物で、経過年数は５４年である。

15N/mm2

S33 31.6 26.8 29.7 31.0 4.3 1F:18　2F:18

3F:18

0.15

BUS-5(RC/SRC/S造建物の一貫構造計算　Ver.1.0.4.4)

DOC-RC/SRC(RC/SRC造建物の1次･2次耐震診断　Ver.8.0.4.4)

SR235:σy=294N/mm2

Ｘ(左)

Ｙ(左)

Ｉso=0.75

Fc=18N/mm2(1階)、Fc=18N/mm2(2階)、Fc=18N/mm2(3階)、Fc=15N/mm2(地階･塔屋)

・ 本診断建物のＸ方向及びＹ方向に於けるＳＤ指標の値は、エキスパンションジョイントに

よる低減となった。又、Ｘ方向１階は剛性率、Ｙ方向１階は偏心率による低減となった。

構造亀裂、変形、変質、老朽化のＴ指標は、Ｔ＝0.90とした。・

設計図書を基本とするが現状を優先させる。・

・

Ｘ、Ｙ方向とも計算ソフトによる解析結果を用いた。・

本診断建物のｺﾝｸﾘｰﾄ強度は1階、2階、3階においてそれぞれ、18N/mm2、18N/mm2、18N/mm2とした。

・ 地階及び塔屋は一次診断とし、判定値は1.00とする。

１階 ２階

○ ○

○

３階

0.57 1.10 2.21

0.63 1.22 2.46
×

○○

○

2.19

2.74

2.46

1.97

地階 備考

○

塔屋

0.99

1.10

1.24

1.38

× ×

鹿沼市庁舎本館　本館棟　付属棟

0.33

0.37

1.67

1.86

3.75

4.16

・ Ｘ方向及びＹ方向の１階において、判定値を下回っているので、補強の必要がある。

・ 塔屋部分のＸ方向において判定値を下回っているので、補強の必要がある。

煙突及び玄関庇において、曲げ耐力が不足しているのでカットまたは補強の必要がある。・

・ 市民ホールの鉄骨梁接合部が脱落の恐れがあるため補強の必要がある。

付属棟は、昭和５５年に中庭部分に設けられた市民ホール部分となり、経過年数は３２

年である。

平面形状は１階は整形であるが、地階及び２・３階は東西に長い形となっている。又、

北側に議会棟、西側に増築棟及び新館がエキスパンションジョイントを介して建築され

ている。

柱配置はＸ方向、Ｙ方向とも均等に配置され、主要な柱形状は、Dx･Dy=750*500及び500

*500である。

・

・

構 造 的 特 徴 ・ 基礎は地下部分が直接基礎となり、推定地耐力は300KN/m2である。平屋部分は杭基礎で

杭径は200φ、支持力は150KN/本となっている。

柱主筋は25φ～16φが使われ、帯筋は各階とも9φ@250となっている。又、帯筋の末端

は90°フックとなっている。

・

・ Ｘ方向において、全般に曲げ柱が多く、一部にせん断柱が混在する。

耐力壁が偏在するため下階壁抜け柱となる部分があるが、圧壊のおそれはない。

・ Ｙ方向においても、全般に曲げ柱が多く、一部にせん断柱が混在する。

耐力壁が偏在するため下階壁抜け柱となる部分があるが、圧壊のおそれはない。

tokage
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診 断 結 果

Ｘ

Ｙ

方向 階

Ｉs

Ｉs

○

CTSD

CTSD

補強設計、隣接建物など

補 強 後

Ｘ

Ｙ

方向

備 考

補 強 計 画 の 総 括

補 強 計 画

使 用 鉄 筋

躯体の強度
(Ｎ/ｍｍ2)

建設 コア強度

2階:

N/mm2

N/mm2

品質

良

N/mm2

N/mm2

N/mm2

:

:

:

施設名

柱主筋

建設年次

帯筋･ピッチ

○

標準偏差 設計強度 採用強度

１階1階:

2階:

施 設 名

N/mm2

1階:

3階: 3階:

２階

３階

鹿沼市庁舎本館　本館棟　付属棟 本館:昭和33年　付属棟:昭和55年

25φ～16φ 1階～3階:9φ@250

15S33 34.4

27.7

31.0

5.6

1.8

2.5

18

18

18

○

○

３階

○

塔屋２階１階地階

○

○

1.97

2.19

2.46

2.74

0.57

0.63

1.10

1.22

2.21

2.46

0.99

1.10

1.24

1.38

×

×

×

補強方法として、耐力の向上を図るため、Ｘ方向の１階及びＹ方向の１階において枠付

鉄骨ブレースの増設を行うこととした。

補 強 数 量 方向

Ｘ

Ｙ

補 強 工 法

ＳＷ
枠付鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ増設

Ｋ
既存開口部の改修

１階

－－

－

２階 ３階

８

計

８－

地階 塔屋

１ １－－－

－

ＳＷ
枠付鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ増設

－－ －－ ３ ３

全体

階

Ｉs

Ｉs

○

CTSD

CTSD

○

○

○

３階 塔屋２階１階地階

○

1.97

2.19

2.46

2.74

1.10

1.22

2.21

2.46

1.24

1.38

0.89

0.99

○ ○

○

2.45

2.73

○

○

又、補強により１階のＳＤ指標(剛性率･偏心率)が改善された。

Ｙ方向の１階から３階のIＳ値はそれぞれ　0.89、1.10、2.21　となり、判定値で

あるIＳ０値＝0.75を上回る結果となった。

この補強においてＴ指標は診断時の値を用いることとし、補強後のIＳ値を求めた。

0.33

0.37

1.67

1.86

3.75

4.16

１－－煙突のカット １－ －

１１－ －－ －
のカット

玄関庇及び片持梁

鉄骨梁接合部の －－ － －

0.80

0.89

1.67

1.86

3.74

4.16

この結果、Ｘ方向の１階から３階のIＳ値はそれぞれ　0.80、1.67、3.74　となり、

脱落防止(柱頭部共)
11 11
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1.1 建物概要

1) 名称等

建築物 名 称

所 在 地

用 途

設計者 名 称

住 所

設計年月日

施工者 名 称

住 所

竣工年月日

１．一般事項

建築規模等2)

鹿沼市庁舎本館　本館棟　付属棟

栃木県鹿沼市今宮町1688-1

庁舎

㈱志村建築設計事務所

東京都中央区日本橋

本館：島藤建設㈱　　　付属棟：佐野屋建設㈱

本館：不明　　　　　　付属棟：栃木県鹿沼市

本館：昭和３２年５月　付属棟：昭和５４年３月

本館：昭和３３年４月　付属棟：昭和５５年３月

階

面積(m2)

単位面積重量

(KN/m2)

重量(KN)

計(平均)

※面積は庇等を含む。

1 2 3B1

517.86 517.86 517.86

塔屋

44.821467.85

482.48340.7 6161.16350.416336.8

11.13 12.26 11.9016.11 10.76

37671.4

3066.25

12.29

3) 設計図書の有無

構造計算書 地質調査資料

有意匠図

：

： 有

：

：構造図

無 無

構造的特徴

調査建物

付属棟： 鉄骨造　　　　　　　平屋建 延床面積  148.20 ｍ2

延床面積 ｍ22992.89

本館　： 鉄筋コンクリート造　地下１階　地上３階建　塔屋付

建物の特徴

・

付属棟は、昭和５５年に中庭部分に設けられた市民ホール部分となり、経過年数は３２

・

年である。

平面形状は１階は整形であるが、地階及び２・３階は東西に長い形となっている。又、

北側に議会棟、西側に増築棟及び新館がエキスパンションジョイントを介して建築され

ている。

本館は昭和３３年に建設されたＲＣ造３階建ての庁舎建物で、経過年数は５４年である。

・ 屋上は陸屋根で塔屋及び煙突が付属している。又、１階の屋根は屋上緑化としている。

・ 柱配置はＸ方向、Ｙ方向とも均等に配置され、主要な柱形状は、Dx･Dy=750*500及び500

*500である。

・

・

・ 柱主筋は25φ～16φが使われ、帯筋は各階とも9φ@250となっている。又、帯筋の末端

は90°フックとなっている。

・ 基礎は地下部分が直接基礎となり、推定地耐力は300KN/m2である。平屋部分は杭基礎で

杭径は200φ、支持力は150KN/本となっている。

Ｘ方向において、全般に曲げ柱が多く、一部にせん断柱が混在する。

Ｙ方向においても、全般に曲げ柱が多く、一部にせん断柱が混在する。

耐力壁が偏在するため下階壁抜け柱となる部分があるが、圧壊のおそれはない。

耐力壁が偏在するため下階壁抜け柱となる部分があるが、圧壊のおそれはない。

1

tokage
長方形

tokage
1

tokage
長方形

tokage
テキストボックス
１．建物一般事項

　１）建物概要



配置図・平面図・立面図1.2

新館棟

本館棟

渡り廊下棟

市民ホール

増築棟

Exp.Jt(あき100mm)

Exp.Jt(あき50mm)

議会棟

Exp.Jt(あき25mm)

配置図　S=1:700

Ｎ

対象建物

(付属棟)

2

tokage
長方形

tokage
2

tokage
長方形

tokage
テキストボックス
２）配置図・平面図・立面図



本
館

棟
　

地
階

平
面

図
　

１
：

３
０

０

ＤＨ Ｇ Ｆ Ｅ Ｃ Ｂ Ａ

37,800

5,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4004,000 175

2,7002,7002,7002,7002,7002,7002,7002,700

８
５

７
６

13
,7

00

消
耗

品
倉
庫

電
気

室

購
買

部

食
堂

EW
18

0

EW
18
0

EW
18
0

ポ
ン

プ
室

ボ
イ

ラ
ー

室

W1
20

EW180 EW180

W1
20

暗
室

倉
庫

EW150

倉
庫

雑
品

倉
庫

W120

便
所

倉
庫

EW
15
0

W120W1
20

W1
20

ド
ラ

イ
エ

リ
ヤ

ド ラ イ エ リ ヤ ド ラ イ エ リ ヤ

ド ラ イ エ リ ヤ

EW180EW180

W120

倉
庫

EW
18

0

W150

W150W150

EW150

倉
庫

BW
10

0
倉

庫

EW150

EW150

EW150

W1
20

W120

EW180EW180

EW
18

0

用
度

係
事

務
室BW

10
0

EW
18

0W210

W210

W200

W200

ド
ラ

イ
エ

リ
ヤ

W120 BW
10

0

EW
18

0

W2
00

5,
40

0
2,
90

0
5,

40
0

UP

特
記

な
き

壁
は

　
W
1
5
0
　

と
す

る
。

W150

W150

3

tokage
長方形

tokage
3



湯
沸

室

本
館

棟
　

１
階

平
面

図
　

１
：

３
０

０
３

２
１

８
５

４
７

６

37,800

玄
関

ホ
ー

ル

倉
庫

指
定

銀
行 金

庫

事
務

室

事
務

室

事
務

室

W1
50

EW150

EW150 W150

W150

W150

W1
50

W1
50

（
議

会
棟

）

W150

法
務

局
出

張
所

UP
DN

市
民

ホ
ー

ル

（
増

築
棟

）

DN

1,2005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,400

1,
20
0

5,
40

0
5,
40

0
5,
40

0
5,
40

0
5,
40

0
2,
90

0
5,

40
0

（
新

館
棟

）

35
,3

00

Ex
p.

Jt
(あ

き
10

0)

Ex
p.

Jt
(あ

き
25

)

女
子

更
衣

室

男
子

便
所

女
子

便
所

EW150

倉
庫

W210

W2
10

W210

W1
20

EW150

EW150

W1
50

W1
50

W2
20

BW100

会
計

課

EW150EW150

W1
80

W150 EW150

市
政

情
報

コ
ー

ナ
ー

1,
20

0

2,7002,700

W150

ＤＨ Ｇ Ｆ Ｅ Ｃ Ｂ Ａ

1,
30

0

750450

1,200

2,
20

0

特
記

な
き

壁
は

　
W
1
2
0
　

と
す

る
。

4

tokage
長方形

tokage
4



本
館

棟
　

２
階

平
面

図
　

１
：

３
０

０
３

２
１

８
５

４
７

６

ＤＨ Ｇ Ｆ Ｅ Ｃ Ｂ Ａ

35
,3

00

37,800

湯
沸

室

女
子

便
所

男
子

便
所

階
段

室

市
長

室

秘
書

室

W120

EW
12

0
EW

12
0

屋
上

EW
12
0

副
市

長
公

室

正
副

議
長

室

EW
12
0

議
会

タ
イ

プ
室

議
会

事
務

局

Ex
p.
Jt

(あ
き

25
)

5,4005,4005,4005,4005,4005,400

（
議

会
棟

）

5,
40

0
5,
40

0
5,
40

0
5,
40

0
2,
90

0
5,

40
0

（
増

築
棟

）
Ex
p.

Jt
(あ

き
50

)

（
新

館
棟

）

5,
40
0

5,400

Ex
p.

Jt
(あ

き
10

0)

2,7002,700

EW
12

0

BW
10

0

特
別

会
議

室

BW
10

0

EW
12

0

EW
12
0

EW
12
0

準
備

室

副
市

長
室

市
長

公
室

BW
10
0

W1
20

EW
12

0 廊
下

廊
下

芝
生

芝
生

EW120

EW
22
0

（
渡

り
廊

下
棟

）
EW

12
0

1,
30

0
2,
20

0

特
記

な
き

壁
は

　
W
1
2
0
　

と
す

る
。

EW
12

0
EW

12
0

W120W120

W120W120

W120W120

W120W120W120

W120

5

tokage
長方形

tokage
5



本
館

棟
　

３
階

平
面

図
　

１
：

３
０

０
８

５
７

６

ＤＨ Ｇ Ｆ Ｅ Ｃ Ｂ Ａ

37,800

湯
沸

室

女
子

便
所

男
子

便
所

階
段

室

EW
12

0

EW
12

0

EW120

EW
12

0

Ex
p.
Jt

(あ
き
50

)
EW

12
0

5,4005,4005,4005,4005,4005,4005,400

5,
40
0

13
,7

00

（
増

築
棟

）

2,7002,7002,7002,7002,7002,700

5,
40

0
2,

90
0

EW
12
0

EW
12

0

情
報

公
開

室

BW
10

0

BW
10

0

小
議

会
室

1

電
話

交
換

室

資
料

室

小
議

会
室

2

広
報

広
聴

係

人
事

課

企
画

課

総
務

課

BW
10

0

EW120

廊
下

EW
12

0BW
10

0

EW
22
0

EW
12

0

EW120

Ｄ
Ｎ

Ｕ
Ｐ

Ｄ
Ｎ

特
記

な
き

壁
は

　
W
1
2
0
　

と
す

る
。

EW
12

0

EW
12
0

EW
12

0

W120

W120W120

W120W120

W120

W120

W120

W120W120

6

tokage
長方形

tokage
6



本
館

棟
　

Ｒ
階

平
面

図
　

１
：

３
０

０
８

５
７

６

ＤＨ Ｇ Ｆ Ｅ Ｃ Ｂ Ａ

37,800

13
,7

00

5,4005,4005,4005,4005,4005,4005,400

Ex
p.
Jt

(あ
き
50

)

（
増

築
棟

） EW120

5,
40

0
5,

40
0EW
22
0

Ｄ
Ｎ

2,
90

0

特
記

な
き

壁
は

　
W
1
2
0
　

と
す

る
。

W120

7

tokage
長方形

tokage
7



本
館

　
南

立
面

図
　

Ｓ
＝

1：
30

0

Ex
p.

Jt
(あ

き
50
)

（
増

築
棟

）

（
渡

り
廊

下
棟

）

（
新

館
棟

）

Ex
p.

Jt
(あ

き
10

0)

8

tokage
長方形

tokage
8



本
館

　
東

立
面

図
　

Ｓ
＝

1：
30

0

（
本

館
棟

）

（
渡

り
廊

下
棟

）

Ex
p.
Jt

(あ
き
25

)

（
議

会
棟

）

9

tokage
長方形

tokage
9



本
館

　
北

立
面

図
　

Ｓ
＝

1：
30

0

（
議

会
棟

）

（
増

築
棟

）

Ex
p.

Jt
(あ

き
50
)

10

tokage
長方形

tokage
10



本
館

　
西

立
面

図
　

Ｓ
＝

1：
30

0

Ex
p.

Jt
(あ

き
25

)

（
議

会
棟

）

（
渡

り
廊

下
棟

）

（
新

館
棟

）

Ex
p.
Jt

(あ
き

10
0)

11

tokage
長方形

tokage
11



29

tokage
長方形

tokage
12

tokage
長方形

tokage
テキストボックス
２．現地調査

　１）強度測定結果



30

tokage
長方形

tokage
13



31

tokage
長方形

tokage
14

tokage
長方形

tokage
テキストボックス
２）中性化試験結果



32

tokage
長方形

tokage
15



判定値(2)

資料(3)

現況(4)

構造計算書は入手できなかった。

第２次診断により診断を行った。

　　耐震診断基準』に準拠して行う。

(1) 診断の次数

※　診断は、(財)日本建築防災協会『2001年改訂版　既存鉄筋コンクリート造建築物の

4.1 診断の方針

４.耐震診断

資料としては、設計図書（意匠図、構造図）が利用できた。

コンクリート強度(5)

現地調査結果に基づいて、現況と図面を照合した結果、概ね図面通りであった。

判定値は　IＳ0＝0.75　とした。又、CTSD=0.375 とした。

コンクリート設計基準強度は、設計図書に記載がなかったため竣工年次より　15 N/mm2

（測定強度が設計基準強度を上回っている場合は、原則として設計基準強度の1.25

　倍程度かつ30N/mm2を超えない範囲で、診断強度として測定強度を使ってもよい。）

データ入力・準備計算：

耐震２次診断　　　　：

評価番号　　　　　　：

診断は㈱構造システム社製の計算ソフトを用いた。

構造計算書がないため、次の手順で準備計算を行った。

①設計図書を基に床の仕上げ重量を手計算により算定した。

③上記同様に、建物重量を算定した。

②計算ソフト『BUS-5』により仕上げ重量を加味し、柱の長期軸力を算定した。

使用ソフト(6)

準備計算(7)

Ｐ評価11-改1-RC

とした。

で設計基準強度 15 N/mm2 を上回っている。

よって診断採用強度は、１階から３階を設計基準強度の1.25倍の 18 N/mm2を採用した。

地階、塔屋は強度測定を行っていないので 15 N/mm2とした。

DOC-RC/SRC(RC/SRC造建物の1次･2次耐震診断　Ver.8.0.4.4)

BUS-5(RC/SRC/S造建物の一貫構造計算　Ver.1.0.4.4)

本建物において、コンクリートコア強度測定結果によるコンクリート強度は、９本中全て
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4.2 解析仮定

使用構造部材（耐震診断用）

・コンクリート

使用構造部材の種類及び強度(1)

(3) 柱の軸力及び建物重量

(2) 階位置補正

階

ａ.柱の長期軸力及び建物重量は、一貫計算ソフト　BUS-5(構造システム)により

算定した。

Ｅ0、Ｃr、ＳＤの算定にあたっての外力分布は　1/Ａi　によるものとした。

1/ＡiＡi

・鉄筋 柱主筋・梁主筋

あばら筋

帯筋・壁筋

・鉄筋及び鋼材の降伏点強度

σｙ=

σwy=

SR235

Ｆc= N/mm2
Ｆc= N/mm2

（１階）

（２階）

Ｆc= N/mm2 （３階）

2F

1F 1.0001.000

3F

（各階柱の帯筋の末端は 90°フックとなっている）

18

18

18

SR235

SR235

294N/mm2
294N/mm2

SR235

SR235

1.523

1.295 0.772

0.656

それらの全塑性状態での強度を求めた。ただし30cm以下の袖壁は無視した。

(4) 開口の入力

ａ.開口は図面、現地調査による開口をBUS-5(構造システム)に入力した。

ｂ.開口寸法は開口内法寸法に上下左右各100mmを加えた寸法とした。

ｃ.450mmｘ450mm以下の開口は無視した。

(5) 柱の帯筋の入力について

ａ.柱の帯筋は柱頭・中央・柱脚とも同じピッチとして入力した。

(6) 鉛直部材の終局強度の算定

ａ.鉛直部材の終局強度は、DOC-RC/SRC(構造システム)により算出した。

ｂ.終局強度の計算は、構成する材料の性質を表すいくつかの要素に分割し、

又、袖壁付柱の柱中央部の鉄筋は無視し各ﾋﾟｰｽ内に含まれる鉄筋はﾋﾟｰｽ内

に均等に分布するものとした。

ｂ.各階帯筋の末端部が 90°フックなので、帯筋の間隔は設計数値の２倍の500mmとした。

ｂ.付属棟（市民ホール）は鉄骨造であるが、独立した構造体として成立しないため、

　 本体のＲＣ造が負担するものとした。
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鉄筋コンクリート断面のピース分割図

断面タイプ 鉄筋コンクリート断面分割状態 備考

㈱構造システム　DOC-RC/SRC　概要偏の抜粋

断面ﾋﾟｰｽ数ｾｸﾞﾒﾝﾄ数

２

2Lc

① ②

１

2Lc

⑥ ⑦

３ ４ ５

④

⑤③

２

2Lc

① ②

１ ３ ４

④

⑤③

③

②

①

１ ２ ３

１

① ② ③

2Lc 2Lc

１

２

３

４

５

６

７

１

１

３

２

５

４

３

⑦

⑤

③

⑦

⑤

③

③

2Lc 2Lc 2Lc 2Lc

① ②

③ ④ ⑤

⑥ ⑦

① ②

③ ④ ⑤

１ ２ ３

２１

1

① ② ③

2Lc

2Lc 2Lc

無視

鉄筋

④の

②の

鉄筋

無視

45cm

未満の

雑壁を

無視

Lc:壁端部補強筋または柱主筋中心よりｺﾝｸﾘｰﾄ縁までの距離

(7) メカニズム時の柱耐力

ａ.メカニズム時の柱耐力は、仕様により下記の通り算出した。

理論に基づいています。すなわち、計算精度を上げるために断面を、その構成する材

料の性質をあらわすいくつかの要素に分割し、それらの全塑性状態での強度を求める

という方法です。この要素のことをここでは、ピースと呼びます。　DOC-RC/SRCでは

各鉛直部材のパターン別に、鉄筋コンクリート部分については、下表に示すように３

鉛直部材の終局強度の計算は、「SCREEN」で採用している計算手法と同じく完全塑性

～７個のピースに分割します。ただし、10cm未満のそで壁を無視します。(本診断は30cm未満を無視)
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(8) 曲げ降伏位置

ａ.ラーメン部材の節点での曲げ降伏位置は原則としてそれぞれの部材の

フェイス位置とした。

ｂ.壁に複数開口がある場合は、隣り合う２つの開口の左右で小さい方の開口の

それぞれの角から45°の線を引いたとき、その線が大きい方の開口と接触す

るのであれば、その２つの開口は包絡し、１つの開口としてモデル化するこ

ととする。

lw

hw
lw/hwが２以上の場合、腰壁の剛域を考慮する。

45°

45°
45°

Ｃ・左側は包絡をするが、右側はしなくても良い。

45°

45°

Ｄ・包絡をしなくても良い。

Ｂ・包絡をする。Ａ・包絡をする。

(9) 下階壁抜け柱のあるフレーム

(10) 袖壁の扱い

柱に連続する壁の長さが３０ｃｍ以下、かつ壁厚の３倍以下の壁については、

無視するものとする。ただし、柱が小さくその影響を無視できないものと判断

される場合は、考慮することとする。

下階壁抜けのあるフレームは、手計算及び電算により柱軸力比を計算した。

柱破壊タイプは電算結果を用いた。
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(11) 破壊モードの決定

メカニズム時の柱の破壊モードは下記により決定した。

破壊モ－ド及び靭性指標（Ｆ値）の範囲

(CB) (CS)(CSS)

<柱>

CB  ：

CS  ：

CSS ：

曲げ柱

せん断柱

極脆性柱

(1.00≦F≦3.20)

<壁>

(1.00≦F≦1.27)

(F=0.80)

CWB ： 曲げそで壁付柱 (1.00≦F≦1.10)

CWS ： せん断そで壁付柱 (1.00≦F≦1.10)

CWSS： 極脆性そで壁付柱 (F=0.80)

WB ： 曲げ壁

せん断壁

両端柱で耐力が決定している場合は、柱の破壊モードをそのまま用いた。

(CWB)(WCB) (CWS)(CWSS)(WCS)

WS ：

(1.00≦F≦2.25)

(1.00≦F≦1.10)

WCB：

WCS：

柱付曲げ壁

柱付せん断壁

(1.00≦F≦2.25)

(1.00≦F≦1.10)

※袖壁付柱と柱付壁の区分：hs(階高)/Lw(柱せいと壁長さの和)≧1.5の時、袖壁付柱とし

　それ以外を柱付壁とする。

(12) 部材の靭性

(13)

(14) 経年指標

形状指標

とした。

DOC-RC/SRC(構造システム)の出力によるものとした。

耐震診断基準によるが、平面剛性、断面剛性の値には、１/Ｆesを用いた。

(15) 外部階段又は突出物の取り扱い

(16) 剛床等

玄関庇の出の長さが２ｍを超えるので、地震時鉛直荷重１Ｇとして別途検討を行った。

階段部分以外に吹抜けは無いので、剛床は成り立つものとした。

経年指標はＴ= 0.90

他、煙突についても水平１Ｇの検討を行った。

39

tokage
長方形

tokage
20



建設年月日

構造耐震指標（ＩＳ値）一覧4.8

建物名称

方向

診断年月日

診 断 次 数

階 適用式 Ｃ 判定quCTUSDＦ 破壊形式 Ｅo Ｔ ＩsＳＤ

２次診断

解 析 方 法

構造耐震判定指標

1.00

1.00

(5)

(5)

ＯＫ

ＯＫ

CB

WCB

CB

1.00

1.00

WS

(5)

(5) ＯＫ

ＯＫ

階 階

構造耐震指標（ＩＳ値）分布図

▼第２次耐震判定指標値＝0.75▼第２次耐震判定指標値＝0.75

WS

1.001F (5)

1.001F (5)

Ｘ

Ｙ

3F

3F

2F

2F

1

2

0

0
.
0
0

0
.
5
0

1
.
0
0

1
.
5
0

1

2

0

0
.
0
0

0
.
5
0

1
.
0
0

1
.
5
0

2
.
0
0

2
.
5
0

3 3

WCB･WCS

WS

WCB･WCS

WS

WS

WCB･WCS

WS

WCB･WCS

WCS

CB･CWB

CB･CWB

IＳ0＝Ｅs×Ｚ×Ｇ×Ｕ= 0.75

1) 一般階

CB･CS

CB

(左)

(左)

平成24年1月

昭和33年4月鹿沼市庁舎本館　本館棟

0.926 0.90

0.90

0.90

0.90

0.90

0.90

0.926

0.800

1.75 2.663 0.926 2.21 2.46

1.02 1.327 0.926 1.10 1.22

0.83 0.827 0.768 0.57 0.63

ＮＧ

ＮＧ

3
.
5
0

4
.
0
0

0.57

1.10

2.21

Ｘ方向（左加力） Ｙ方向（左加力）

3.752.95 4.501 4.16

1.55 2.012 1.67 1.86

0.47 0.467 0.33 0.37

1.67

3.75

0.33

86

tokage
長方形

tokage
21

tokage
長方形

tokage
テキストボックス
３）Ｉｓ値の一覧

tokage
長方形



(一次診断によるＩs値)2)地階
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0
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0
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0

4,
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0

4,
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0
4,

90
0

2,400

1,410 4,900

5,925
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6

3,410 750

2,100 1,800

3,370
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3,
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00
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5

2
,4

50
1,

42
5

1,
45

0
1,

52
5

4,
02

5
73

5

1
,1

10

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

５ ６ ７ ８

KN合計

節点重量(KN)　診断計算より:DL+LLE

411.0 199.6 219.5 152.3

259.4296.9315.9353.8

250.0 309.0 226.4 213.0

386.7230.2280.0164.7

228.3 313.3 231.3 249.7

322.8244.9385.2310.8

204.2 246.4 256.9 280.7

197.7183.4208.1208.6

8,340.7
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1.25

壁断面積

独立柱

Ｘ方向

500*500*11

180*5400*6

150*2900*1

120*(3870+1910)

120*(1690+1250+3000)

180*(2600+2300)

120*5400*2

=

=

=

=

=

=

=

2.75

5.83

0.43

0.88

0.71

0.69

1.29

Ｙ方向

500*500*14

180*5400*6

150*5400*2

120*2750

150*(4175+4575+2075)

150*(4175+1950+4525)

150*(2450+1425+1525)

150*1110

120*(735+1646)

=

=

=

=

=

=

=

=

=

3.50

5.83

1.62

0.33

1.62

1.59

0.81

0.16

0.28

両側柱壁

片側柱壁

柱無し壁

2.75

6.26

2.28

1.29

3.54

7.45

3.50

合計 合計

(*106mm2)

ho/D≧6 0本 0本2550(max)/500=5.1 2550(max)/500=5.1

(1.0*2750000/8340700)*(15/20)

Cw=(τ･Aw/ΣW)*(Fc/20)

=

=

{(3.0*6260000+2.0*2280000+

1.0*1290000)/8340700}*(15/20)

=

=

Cc=(τ･Ac/ΣW)*(Fc/20)

Cw=(τ･Aw/ΣW)*(Fc/20)

=

=

=

=

(1.0*3500000/8340700)*(15/20)

{(3.0*7450000+2.0*3540000+

1.0*1250000)/8340700}*(15/20)

0.24 0.31

2.21 2.75

Eo=(1/Ai)*(Cw+α1*Cc)*Fw Eo=(1/Ai)*(Cw+α1*Cc)*Fw

= 1.0*(2.21+0.7*0.24)*1.0

= 2.37

= 1.0*(2.75+0.7*0.31)*1.0

2.96=

Is=Eo･SD･T Is=Eo･SD･T

=

= =

=

Cc=(τ･Ac/ΣW)*(Fc/20)Ｃ

Ｅo

Ｉs

CTSD=(1/Ai)*C*SD

方向

Ｘ

Ｙ

Ｃ Ｆ

1.00

1.00

Ｅo

Ai=1.00

2.37

2.96

2.37

2.96

Ｉs値一覧

構造耐震判定指標Ｉso=E*Z*G*U=1.00(一次診断)

Ｔ Ｉs CTSD 判定

ＯＫ

ＯＫ

0.90

0.90

SD

0.926

0.926

2.37*0.926*0.90 2.96*0.926*0.90

1.97

1.97

2.46

2.46

2.19

2.74
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3.38

0.333*(3.38+0.7*0.31)*1.0

(一次診断によるＩs値)3)塔屋

Ｈ

Ｇ

5,
40

0

８５ ７６

13,700

5,400 5,4002,900

本館棟　Ｒ階平面図　１：３００

ΣW= 482.4KN (荷重計算より)

3,675

5
,6

20

Exp.Jt(あき50)

（増築棟）

E
W1

20

EW220

ＤＮ

E
W1

20

壁断面積

独立柱

Ｘ方向

=

Ｙ方向

=

両側柱壁

合計 合計

(*106mm2)

ho/D≧6 0本 0本

450*450*1 450*450*2

1,2371,237

1670(max)/450=3.7 2225(max)/450=4.9

4,
47

5

3,
67

5

0.20 0.20 0.40 0.40

=

=

=片側柱壁 220*3675

120*1237*2

120*(4475+3675)0.80

0.29

0.97

0.971.09

=柱無し壁 120*5620 0.67

0.67

Cw=(τ･Aw/ΣW)*(Fc/20)

=

=

=

Cc=(τ･Ac/ΣW)*(Fc/20)

Cw=(τ･Aw/ΣW)*(Fc/20)

=

=

=

=

Eo=(1/Ai)*(Cw+α1*Cc)*Fw Eo=(1/Ai)*(Cw+α1*Cc)*Fw

=

=

=

=

Is=Eo･SD･T Is=Eo･SD･T

=

= =

=

Cc=(τ･Ac/ΣW)*(Fc/20)Ｃ

Ｅo

Ｉs

(1.0*200000/482400)*(15/20) (1.0*400000/482400)*(15/20)

0.31 0.62

(2.0*1090000/482400)*(15/20)

=

{(2.0*970000+

1.0*670000)/482400}*(15/20)

4.05

1.19

1.19*0.926*0.90

0.99

0.333*(4.05+0.7*0.62)*1.0

1.49

1.49*0.926*0.90

1.24

CTSD=(1/Ai)*C*SD

方向

Ｘ

Ｙ

Ｃ Ｆ

1.00

1.00

Ｅo

Ｉs値一覧

3.59 1.19

Ｔ Ｉs CTSD 判定

ＯＫ

0.90

0.90

SD

0.926

0.926

0.99

1.244.48 1.49

1.10

1.38

ＮＧ

構造耐震判定指標Ｉso=E*Z*G*U=1.00(一次診断) Ai=3.00
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(Ａ)　建物の特徴

4.9 診断結果の総括

・

・

・

付属棟は、昭和５５年に中庭部分に設けられた市民ホール部分となり、経過年数は３２

・

年である。

平面形状は１階は整形であるが、地階及び２・３階は東西に長い形となっている。又、

北側に議会棟、西側に増築棟及び新館がエキスパンションジョイントを介して建築され

ている。

本館は昭和３３年に建設されたＲＣ造３階建ての庁舎建物で、経過年数は５４年である。

・ 屋上は陸屋根で塔屋及び煙突が付属している。又、１階の屋根は屋上緑化としている。

・ 柱配置はＸ方向、Ｙ方向とも均等に配置され、主要な柱形状は、Dx･Dy=750*500及び500

*500である。

・ 柱主筋は25φ～16φが使われ、帯筋は各階とも9φ@250となっている。又、帯筋の末端

は90°フックとなっている。

(Ｃ)　構造的特徴

・ 基礎は地下部分が直接基礎となり、推定地耐力は300KN/m2である。平屋部分は杭基礎で

杭径は200φ、支持力は150KN/本となっている。

(Ｂ)　コンクリートの強度及び品質

・ 斫り調査の結果、かぶり厚さが少ない箇所があり、中性化が一部で進んでいるが、鉄筋

の発錆はほとんど見られなかった。又、配筋状況については設計図書との食い違いは見

られなかった。

コンクリート設計基準強度は、設計図書に記載がなかったため竣工年次より　15 N/mm2・

とした。

で設計基準強度 15 N/mm2 を上回っている。

本建物において、コンクリートコア強度測定結果によるコンクリート強度は、９本中全て

よって診断採用強度は、１階から３階を設計基準強度の1.25倍の 18 N/mm2を採用した。

地階、塔屋は強度測定を行っていないので 15 N/mm2とした。

Ｘ方向において、全般に曲げ柱が多く、一部にせん断柱が混在する。

Ｙ方向においても、全般に曲げ柱が多く、一部にせん断柱が混在する。

耐力壁が偏在するため下階壁抜け柱となる部分があるが、圧壊のおそれはない。

耐力壁が偏在するため下階壁抜け柱となる部分があるが、圧壊のおそれはない。

(Ｄ)　ＳＤ、Ｔ指標

・ 本診断建物のＸ方向及びＹ方向に於けるＳＤ指標の値は、エキスパンションジョイントに

よる低減となった。又、Ｘ方向１階は剛性率、Ｙ方向１階は偏心率による低減となった。

・ 構造亀裂、変形、変質、老朽化のＴ指標は、Ｔ＝0.90とした。

・

(Ｅ)　判定値 IＳ０＝0.75 に対する IＳ指標

・ Ｙ方向のIＳ値は、１階、２階、３階でそれぞれ、0.57、1.10、2.21　となり１階におい

て判定値を下回っている。

て判定値を下回っている。

(Ｆ)　補強の要否

・ Ｘ方向及びＹ方向の１階において、判定値を下回っているので、補強の必要がある。

・ 塔屋部分のＸ方向において判定値を下回っているので、補強の必要がある。

・ 煙突及び玄関庇において、曲げ耐力が不足しているのでカットまたは補強の必要がある。

Ｘ方向のIＳ値は、１階、２階、３階でそれぞれ、0.33、1.67、3.75　となり１階におい

・ 市民ホールの鉄骨梁接合部が脱落の恐れがあるため補強の必要がある。
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５.補強提案

5.1 補強案の検討

・

1) 補強案の概要

・

・

方向

2) 補強後のIＳ値

本建物のＸ方向は、曲げ柱が多く、耐力壁は２階及び３階に多く偏在している。

Ｙ方向は、１階から３階までの耐力壁及び柱付壁があり、柱は曲げ柱となる。

１階部分は耐力壁が少ないため、耐震性がかなり低い。したがって、１階において判定

１階部分は耐力壁が少ないため、耐震性が若干低い。したがって、１階において判定で

であるＩso値を下回るため補強を必要とする。

あるＩso値を下回るため補強を必要とする。

補強方法として、耐力の向上を図るため、Ｘ方向の１階及びＹ方向の１階において枠付

鉄骨ブレースの増設を行うこととした。

Ｘ(右)

階 ＣＴＳＤＥ０ Ｔ IＳ 判定

3

2

1

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＳＤ

0.926

0.900.926

0.926

・

方向 階 ＣＴＳＤＥ０ Ｔ IＳ 判定

3

2

1

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＳＤ

0.926

0.900.926

0.926

Ｙ(左)

2.21 2.46

1.10 1.22

0.89 0.99

又、補強により１階のＳＤ指標(剛性率･偏心率)が改善された。

Ｙ方向の１階から３階のIＳ値はそれぞれ　0.89、1.10、2.21　となり、判定値で

あるIＳ０値＝0.75を上回る結果となった。

この補強においてＴ指標は診断時の値を用いることとし、補強後のIＳ値を求めた。

0.80 0.890.969

2.013 1.67 1.86

4.497 3.74 4.16

1.076

1.327

2.663

この結果、Ｘ方向の１階から３階のIＳ値はそれぞれ　0.80、1.67、3.74　となり、
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5.2

建設年月日建物名称

方向

診断年月日

診 断 次 数

階 適用式 Ｃ CTUSDＦ 破壊形式 Ｅo Ｔ ＩsＳＤ

２次診断

解 析 方 法

構造耐震判定指標

1.00

1.00

(5)

(5)

1.001F (5)

Ｘ

(右)

3F

2F

IＳ0＝Es･Z･G･U=0.75

判定

ＯＫ

補強前

のIs値

1) 一般階

ＯＫ

ＯＫ

補強後のIＳ値一覧

CB

WCB

CB

WCB･WCS

WS

WCB･WCS

WS

WS

CB･CS

0.926

0.926

0.926

0.90

0.90

0.90

鹿沼市庁舎本館　本館棟

平成24年1月

昭和33年4月

1.00

1.00

(5)

(5)

1.001F (5)

(右)

3F

2F

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

CB

WCB

CB

WCB･WCS

WS

WCB･WCS

WS

WS

CB･CS

0.926

0.926

0.926

0.90

0.90

0.90

Ｙ 1.02

1.08

2.21 2.46

1.10 1.22

0.89 0.99

2.6631.75 2.21

1.10

構造耐震指標（ＩＳ値）分布図

0.57

階 階
▼第２次耐震判定指標値＝0.75▼第２次耐震判定指標値＝0.75

1

2

0

0
.
0
0

0
.
5
0

1
.
0
0

1
.
5
0

1

2

0

0
.
0
0

0
.
5
0

1
.
0
0

1
.
5
0

2
.
0
0

2
.
5
0

3 3

3
.
5
0

4
.
0
0

0.57

1.10

2.21

Ｙ方向（左加力）

0.89

凡例

補強後

補強前

Ｘ方向（右加力）

1.076

1.327

0.97 0.969 0.80 0.89

1.55 2.013 1.67 1.86

2.95 4.497 3.74 4.16 3.75

1.67

0.33

1.67

0.800.33

3.74 3.75
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5.3 補強提案図

SW

SW

SW

SW

SW

SW

SW

SW

S
W

S
W

S
W

湯沸室

本館棟　１階平面図　１：３００
３２１ ８５４ ７６
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本館棟　２階平面図　１：３００
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EW120
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鉄骨梁接合部の脱落防止（９ヶ所）→

(鋼板巻き：ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄにﾎﾞﾙﾄ止め)

鉄骨柱頭の本体への固定（２ヶ所）
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煙突:先端より6.0mカット
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概算工事費

改修項目 単位 金額 仕上（仕様）等 備考

　耐震改修工事

直接仮設 一式 4,500,000       墨出し、内部足場、養生 等

耐震補強 一式 37,398,000      
鉄骨ブレース ×11構面
開口塞ぎ ×１構面

設備 一式 5,500,000       耐震改修に伴う設備工事

計　 47,398,000      

　共通仮設費 2,369,900       

　現場管理費 4,976,790       

　一般管理費 5,474,469       

計　 12,821,159      

　合　計（工事価格） 60,210,000      60,219,159                          

消費税（×0.05） 3,010,500       

合計 63,220,500      
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